
８．報告事項

１．

令和８年　３月  ８日（日） 石巻市　遊楽館

理　事　会 令和８年　２月  ７日（土） 石巻市　遊楽館

〃 令和８年１１月２１日（土） 石巻市　遊楽館

事務局長会議 令和８年　２月  ７日（土） 石巻市　遊楽館

〃 令和８年　５月  ９日（土） 石巻市　遊楽館

〃 令和８年１１月２１日（土） 石巻市　遊楽館

執行部会 令和８年　１月２４日（土） 石巻市　遊楽館

〃 令和８年１０月２４日（土） 石巻市　遊楽館

〃

県大会抽選会 令和８年　５月９日（土） 石巻市　遊楽館

第２回役員会

第３回役員会

（１）事業計画及び収支予算

　令和８年度　事業計画について

定時社員総会

  必要時随時開催

諸会議

  必要時随時開催

（１）県連盟諸会議

（２）東北軟式野球連盟　諸会議

（３）公益財団法人全日本軟式野球連盟　諸会議

仙台市令和８年１月２５日（日） ホテル白萩

令和８年５月６日（水・振休）

令和８年度 定時役員総会・第１回 役員会

令和８年度 事務局長会議

会場  未定

専門部会・専門委員会

　令和８年８月２１日（金） 福島県 楢葉町

　令和８年１２月１６日（水） 会場  未定

令和8年度 第1回技術委員会
     令和８年1月２８日（水）    オンライン形式

令和８年度定時評議員会・令和７年度功労者表彰式

　  令和８年２月１９日（木）   京都府 京都東急ホテル

令和８年４月 予定   会場  未定
第２回理事会 



期　日 ５月２３日(土)・２４日（日）  参加チーム数：８

会　場

期　日

会　場 石巻市　河南中央公園野球場、桃生球場

期　日 ６月２０日（土）・２１日(日）  参加チーム数：８

会　場 栗原市　栗駒野球場

期　日 ６月２７日（土）・２８日(日)  参加チーム数：８

会　場 加美町 陶芸の里スポーツ公園野球場

期　日 ７月４日（土）・５日(日)・１１日(土）  参加チーム数：１６

　　

期　日 ８月２９日（土）・３０日（日）  参加チーム数：８

主管：仙台ブロック（仙台中央)　　　　　 会　場 宮城広瀬球場

期　日 １０月３日（土）・４日（日）  参加チーム数：８　　 

会　場 石巻市　桃生球場

期　日 １０月１７日（土）・１８日（日）  参加チーム数：８　　

会　場 石巻市　桃生球場

1

　 会　場 石巻市　河南中央公園野球場

期　日 ６月２０日(土)・２１日(日)　 参加チーム数：８

会　場 山元町  牛橋公園野球場、

期　日 ８月１５日（土）・１６日（日）  参加チーム数：８

会　場 平成の森しおかぜ球場

期　日 ８月２９日（土）・３０日（日）  参加チーム数：８　　

　　　 会　場 大崎市  三本木野球場

期　日 ９月１２日（土）・１３日（日）  参加チーム数：８

　 会　場 七ヶ浜町野球場、ＮＸ仙台港野球場、

会　場 名取市　名取市民球場

期　日
７月１８日（土）・１９日（日）
各県代表：６チーム参加

会　場
蔵王町　楽天イーグルス蔵王球場
白石市  益岡公園野球場

大会名 / ブロック（主管支部）

会期　/　会場

６月６日（土）・７日（日）・１３日（土）  参加チーム数：１６

主管：大崎ブロック（加美・玉造）

第８０回国民スポーツ大会 軟式野球競技 宮城県大会

高松宮賜杯第７０回全日本軟式野球宮城県大会(1部）

高松宮賜杯第７０回全日本軟式野球宮城県大会(２部）

主管：石巻ブロック（石巻東）

日本スポーツマスターズ2026軟式野球競技 宮城県大会

ＥＮＥＯＳトーナメント宮城県大会

天皇賜杯第８１回全日本軟式野球大会

河北新報旗争奪第２８回宮城県軟式野球選手権大会

大衡村楽天イーグルス大衡球場、同　大衡西部球場

亘理町  Σmat.inｃ.ドリームスタジアム、
山元町  牛橋公園野球場、

会　場

会期　/　会場

大会名 / ブロック（主管支部）

大会名 / ブロック（主管支部）

主管：石巻ブロック（遠田）

２．各種大会について

　　③東北大会（（一社）宮城県野球連盟 主管）

　　②少年・学童の部

　　①一般の部

２

4

第４９回東日本軟式野球宮城県大会（２部）

第４９回東日本軟式野球宮城県大会（１部）

　　　（１） 県連主催 等　大会

１

会期　/　会場

主管：中央ブロック（黒川）

主管：仙南ブロック（ 亘理)

主管：石巻ブロック（遠田）

5

7

３

6

期　日
７月１１日（土）
参加チーム数：４（1・2部  各2チーム）

3

　主管：仙南ブロック（角田)　

主管：仙北ブロック（ 栗原 ）

主管：石巻ブロック（石巻西）

第４３回全日本少年軟式野球宮城県大会

主管：仙北ブロック( 気仙沼・本吉 )

河北新報旗争奪 第５５回 宮城県学童軟式野球大会

2

8

期　日 ６月２０日(土)・２１日(日)  参加チーム数：８
高円宮賜杯第４６回全日本学童軟式野球大会

マクドナルド・トーナメント宮城県大会

第２４回宮城県学童新人軟式野球大会 

第２４回宮城県少年新人軟式野球大会

5

２

日本スポーツマスターズ2026 軟式野球競技　東北予選会

主管：大崎ブロック（ 志田 ）

主管：中央ブロック（塩釜)

主管：県連・仙南ブロック（刈田）

１

4

       東北Ａブロック大会

主管：県連・中央ブロック（名取）

高松宮賜杯第７０回全日本軟式野球１部・２部



３． 審判員講習会等について

① 全軟連　第５2回審判技術研修員講習会
　
会　 期 令和8年２月21日（金）～23日（日）  　３日間
会　 場
参加者
講 　師 全軟連技術委員

② 全軟連 第２５回 北海道・東北ブロック 審判技術指導員研修会

会　 期
会　 場
参加者
講 　師

③ 東北軟式野球連盟 第５２回 東北ブロック 審判技術講習会

会　 期
会　 場

実技　伊達市　聖光学院高校グラウンド
受講者
講 　師 全軟連技術委員

④ 宮城県野球団体協議会 第９回 審判技術講習会

期　 日 令和８年３月２９日（日）
会　 場 東北福祉大学グラウンド
受講者
講 　師 一般財団法人 全日本野球協会　国際審判員（東北ブロック）

補助講師 ：ＪＡＢＡ宮野協、仙六大連、高野連、宮野連より

⑤ （一社）宮城県野球連盟 令和８年度 審判技術伝達講習会

⑥ 令和８年度 アナウンス講習会（社会人・軟式 合同）
令和８年度 記録員 講習会（社会人・軟式 合同）
令和８年度 一球速報 講習会（社会人・軟式 合同）

会　 期 令和８年３月２８日（土）・２９日（日）　宿泊　塩釜市　グランドパレス塩釜
会　 場
講   師

⑦ 令和８年度 アナウンス実技講習会
令和８年度 記録員実技講習会

会　 期 令和８年６月６日（土）・７日（日)
会　 場

座学・実技   仙台市民球場
記録講習会    日本野球連盟 公式記録部会本部　元田雅之委員

※各支部から参加者募集し開催

※各支部から参加者募集し開催

令和８年２月２８日（土）～　３月１日（日）　　２日間

仙台

中央

石巻ブロック

仙北
仙南

石巻
大崎 加美・玉造 令和８年３月２２日（日）

黒川

仙台中央

埼玉県　川口市・伊奈町

白石市 益岡公園野球場

桃生野球場

令和８年３月２２日（日）白石

令和８年３月２９日（日）
令和８年３月２９日（日） 南三陸町 松原公園野球場

実技：評定河原公園野球場

座学:仙台市戦災復興記念館
令和８年３月２９日（日）

大衡村屋内運動場令和８年３月２９日（日）
鹿島台中央野球場

気仙沼・本吉
石巻西

ブロック 主管支部 開催日

全軟連  審判技術員  1名参加予定

令和８年３月６日（金）～８日（日）　３日間
座学・宿泊　　福島市　ホテル福島グリーンパレス

会場

北海道　札幌市

全軟連技術委員
全軟連 審判技術員  2名参加予定

宮城県野球連盟  審判員５名予定、

宮城県野球連盟審判員予定、



令和７年度 令和７年度 令和７年度

Ａ Ｂ Ｃ 登録数合計 国スポ 天皇賜杯
高松宮

賜杯１部
高松宮

賜杯２部
マス

ターズ
登録（学童） 登録（少年）

仙台中央 5 2 8 15 74 47
仙 台 泉 1 3 6 10 14 16
塩 釜 2 2 8 12 16 7
名 取 1 6 3 10 8 4
黒 川 0 3 4 7 10 10
古 川 1 3 5 9 8 6
志 田 0 2 10 12 2 1
加美・玉造 4 5 2 11 5 3
石 巻 東 0 4 6 10 12 7
石 巻 西 0 1 2 3 7 4
遠 田 0 0 5 5 2 1
栗 原 0 1 6 7 3 2
登 米 2 5 10 17 10 6
気仙沼・本吉 0 1 0 1 10 7
亘 理 1 3 5 9 7 3
角 田 2 3 5 10 2 3
柴 田 1 2 4 7 8 7
白 石 1 0 3 4 3 2
岩 沼 0 4 5 9 5 2
刈 田 0 0 0 0 2 2

21 50 97 168 6 6 6 6 6 208 140

6ブロック6 6ブロック6 6ブロック６ 6ブロック６ 6ブロック６

仙台１ 仙台１
仙台１
仙南1

仙北１
仙南1

仙台１
石巻1

県強化
チーム４

県強化
チーム４ － － －

県連強化
チーム５

県連強化
チーム５

－ － －

1166 1166 88 88 88

仙　　台 1 3 3
中　　央 1 1 1
大　　崎 1 1 1
石　　巻 1 1 1
仙　　北 1 1 1
仙　　南 1 1 1

計 6 8 8
前年度優勝枠：
１ 仙台１ － -

開催地ブロック
推薦枠：１

石巻 － -

出場チーム合計 88 88 88

３．令和８年度県大会開催を検証し、令和９年度以降の会場固定等を理事会等で協議していく。

中央１ 仙台１ 仙台１

7

－
－
－
－

1

88

7
1

県学童
東北学童

新人

22 2

全日本学童

1

88 88 88 88

1
7

1

県選手権

国スポ４、天皇
２、高松1部1、
県連推薦１，

－
－
－

1
6

仙台１

1

東日本
2部

1
1
1
1

1 1

1 1

1

③県強化指定チーム枠：

４

④県連強化指定チーム枠：
５

1 1

1 1

1

②前年度優勝ブロック枠
：1（1・2部大会：準優勝枠
1）

ブロック

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 1

支部

計

1

仙  台(25)

1

　　　　　　　　◎◎  令令和和88年年度度　　宮宮城城県県大大会会出出場場チチーームム一一覧覧表表

一般
ブロック名
（一般合計）

中  央(29)

大  崎(32)

石  巻(18)

出場チーム数

1

1 1

出場チーム合計

1

➀ブロック枠：６

1

1 1

仙  北(25)

仙  南(39)

1

1

１．令和８年度 宮城県大会（国スポ・天皇賜杯除く）は、出場チーム８にて開催する。

東北少
年新人

東日本
1部

1
1

1

全日本
少年

1
1 1

２．令和８年度 宮城県大会（東日本１・2部）は、石巻ブロックにて開催する。令和９年度以降は、主管支部は仙台

    ブロック、会場は宮城広瀬球場（固定）とする。尚、開催地ブロック枠は輪番制を採用し理事会で決定する。

大会出場選考基準

石巻

※網掛け部分：各ブロック枠

－ － －

   また、国民スポーツ大会宮城県大会・天皇賜杯宮城県大会は、出場チーム１６にて開催する。
    その出場チームは、上記選考枠を基準に選出し、最終的には県連理事会において出場チームを決定する。



（単位：円）

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 増減（減は△） 摘要

収入の部

会費収入 3,691,000 4,139,500 △ 448,500

登錄会費（一般） 1,320,000 1,480,000 △ 160,000 165チーム×8,000円

登録会費（少年） 500,000 532,000 △ 32,000 125チーム×4,000円

登錄会費（学童） 740,000 828,000 △ 88,000 185チーム×4,000円

登錄会費（一般会員） 240,000 239,000 1,000 480名×500円

登録会費（個人） 885,000 1,055,000 △ 170,000 2,850人×200円、6,300名×50円

役員会費収入 6,000 5,500 500 10名×500円、1名×1,000円

事業収入 2,520,000 4,785,000 △ 2,265,000

参加料収入（一般） 1,600,000 2,480,000 △ 880,000 ８大会参加料(20,000円／１チーム×80チーム）

参加料収入（少年） 240,000 240,000 0 ２大会参加料(15,000円／1チーム×16チーム）

参加料収入（学童） 360,000 585,000 △ 225,000 ３大会参加料(15,000円／1チーム×24チーム）

東北大会参加料 320,000 480,000 △ 160,000 マスターズ、高松１．２部参加料

協賛金収入 0 1,000,000 △ 1,000,000

助成金・補助金 1,420,000 1,600,000 △ 180,000

助成金等収入 220,000 200,000 20,000 東北軟連 他

選手強化事業補助金収入 1,200,000 1,000,000 200,000 宮城県スポーツ協会

支部負担金 0 400,000 △ 400,000 　

雑収入 1,210,995 1,014,016 196,979

競技者必携他収入 1,100,000 900,000 200,000 必携等収入

受取利息収入 10 10 0

その他の雑収入 110,985 114,006 △ 3,021  

繰入金 400,000 0 400,000

繰入金 400,000 0 400,000 運営基金より繰入

当期収入合計（A) 9,241,995 11,538,516 △ 2,296,521

前期繰越収支差額（B) 258,005 141,484 116,521

収入合計（C)＝(A)+(B) 9,500,000 11,680,000 △ 2,180,000

支出の部

事業費 3,650,000 3,750,000 △ 100,000

加盟料 950,000 1,000,000 △ 50,000 全軟連会費（チーム・個人）、東北野連会費、

個人登録料 1,150,000 1,200,000 △ 50,000 全軟連納入

旅費交通費 100,000 300,000 △ 200,000 役員等会議旅費　他

審判部助成金 250,000 250,000 0 審判部への助成

選手強化事業費 1,200,000 1,000,000 200,000 東北総体・本大会参加費助成金

大会費 3,300,000 5,100,000 △ 1,800,000

大会運営費（一般） 1,600,000 2,300,000 △ 700,000 ８大会総計の運営費

大会運営費（少年） 340,000 400,000 △ 60,000 ２大会総計の運営費

大会運営費（学童） 580,000 800,000 △ 220,000 ３大会総計の運営費

東北大会運営費 280,000 600,000 △ 320,000 高松宮賜杯1.2部、スポーツマスターズ東北予選会

その他の大会運営費 500,000 1,000,000 △ 500,000 審判謝金

研修会•講習会 250,000 160,000 90,000

審判講習会 120,000 120,000 0 ６ブロック×20,000円  

競技役員等研修会 130,000 40,000 90,000 競技役員及び技術審判員研修会等旅費

管理費 2,300,000 2,670,000 △ 370,000

総会費 200,000 30,000 170,000 総会関係

会議費 30,000 50,000 △ 20,000 会議会場費

報償費 180,000 0 180,000 各種大会トロフィー等

通信運搬費 280,000 300,000 △ 20,000 電話・郵便料

印刷費 330,000 350,000 △ 20,000 大会冊子等印刷代

事務局費 350,000 350,000 0 事務局謝金、事務委託分

需用費 500,000 200,000 300,000 消耗品、光熱費等

手数料 30,000 0 30,000 各種振込手数料

賃借料 150,000 300,000 △ 150,000 事務所・機器等賃借料

交際費 80,000 80,000 0 慶弔費　他

法人対策費 1,000 100,000 △ 99,000 定款登記 他

雜費 150,000 905,000 △ 755,000 　

予備費 19,000 5,000 14,000

繰出金 0 0 0

当期支出計(D） 9,500,000 11,680,000 △ 2,180,000

令令和和８８年年度度　　収収支支予予算算
令和８年１月１日から令和８年１２月３１日まで

一般社団法人宮城県野球連盟



（単位：円）

令和７年度
予算額

令和８年度
予算額

0 0

1,000,000 1,200,000

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
令和７年度
予算額

令和８年度
予算額

200,000 200,000

800,000 1,000,000

0 0

0 0

収入の部 支出の部 （単位:円）
項　　目 予　算　額 摘　　　要 項　　目 予　算　額 摘　　　要

１会場費 30,000 球場使用料
２報償費 55,000 審判・放送・補助員

２ 補助金 20,000 東北軟式野球連盟 ３食糧費 35,000 弁当他
３ 助成金 50,000 （一社）宮城県野球連盟 ４消耗品費 20,000 ボール・ロジン・石灰

５印刷費 10,000 プログラム他

計 150,000 計 150,000

〇日本スポーツマスターズ２０２６軟式野球大会 東北予選会

会  場   楽天イーグルス蔵王球場  他

出場チーム数 　東北各県代表  ６チーム
収入の部 支出の部 （単位:円）

項　　目 予　算　額 摘　　　要 項　　目 予　算　額 摘　　　要
１ 参加料 120,000 20,000円×6チーム １会場費 40,000 球場使用料
２ 補助金 50,000 東北軟式野球連盟 ２報償費 120,000 審判・放送・補助員
３ 助成金 80,000 （一社）宮城県野球連盟 ３食糧費 50,000 弁当他

４消耗品費 20,000 ボール・ロジン・石灰

５印刷費 10,000 プログラム他
６雑費 10,000 賞状、賞品他

計 250,000 計 250,000

出場チーム数 　１・２部  各２チーム

1 参加料 80,000
１・2部20,000
円×４チーム、

期  日  令和８年７月１１日（土）  

４ 指導会議費

□東北大会　大会予算

１ 宮城県スポーツ協
会選手強化事業費

200,000 200,000
国民スポーツ大会・東北総合スポ大会等
参加補助金

主  管   （一社）宮城県野球連盟 (中央ブロック・名取支部）

２ 競技力向上対策
事業費

800,000

１ 選手強化事業費 国民スポーツ大会・東北総合スポ大会参加補助 他

合 計

宮城県指定強化チーム強化補助金

主  管   （一社）宮城県野球連盟 (仙南ブロック・ 刈田支部）

〇高松宮賜杯第７０回全日本軟式野球大会１・２部 東北Aブロック大会

科　　目

２ 競技力向上対策費

期  日  令和８年７月１８日（土）・１９日（日） 

会  場   名取市民球場

□競技力向上対策事業予算

科　　目 摘　　　要

３ 繰越金

３ 指導者・役員派遣費

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1,000,000

摘　　　要

県強化指定チームに対する強化費



（単位：円）

400,000 0

910,000 0

1,000 1,000

1,311,000 1,000

（単位：円）

401,000 1,000

1,311,000 401,000

積立金現在額

令和８年度 令和８年度 令和８年度末
取崩額 積立見込額 現在額見込

令和８年度 令和８年度 令和８年度末
収入見込額 支出見込額 現在額見込

□積立金　予算

１　負　担　金

➀運営積立金　予算 

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

科　　目 令和８年度予算額令和７年度予算額 摘　　　要

計

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3　 雑　入

科　　目 令和８年度予算額令和７年度予算額

令和７年度末
摘　　要

現在額

摘　　　要

１　積  立  金

２　取  崩  額 400,000910,000

計

（単位：円）

現在額

②大規模災害義援金積立金　予算（案）　

摘　　要

1,500,000 1,000400,000 1,101,000

２　繰  出  金

59,136 0 59,1360

（単位：円）

令和７年度末

　



（（２２））  確確認認事事項項  

１.２０２６年のルール等改正（公益財団法人全日本軟式野球連盟「以下全軟連」） 

①２０２９年（令和１１年）シーズンから弾性体バットの全面使用禁止 

 ２０２５年シーズンから、学童野球（少年野球）で、一般用（大人用）ビヨンドマ

ックス等の弾性体がついたバットの使用禁止が始まりました。 

これを受けて、全軟連は、２０２９年シーズンから、学童（小学生）と少年（中学

生）において、外表面にウレタン・スポンジなどの「弾性体」を取りつけたバットの

使用を全面禁止すると各都道府県支部に通知しました。２０２６年～２０２８年まで

は移行期間となります。 

 

②学童部の投球数制限について 

学童部（小学生・女子共）の一週間に係る投球数制限が導入されます。 

１週間の投球数を、２１０球以内（４年生以下は１８０球以内）とするものです。 

 

２．２０２６年の一般社団法人宮城県野球連盟の大会運営ルール確認  

① ２０２３年から大会運営について、県連が主催する一般の宮城県大会すべてにお 

 いて、決勝戦以外すべて 7回戦とする。延長戦は行わず、直ちにタイブレーク方 

 式に入ることを導入している。 

 

② ２０２６年から県連が主催する一般（国スポ・天皇賜杯大会除く）・少年・学童 

の宮城県大会すべてにおいて、出場チーム数は各ブロック代表を中心に、８チー 

ムで大会を実施する。 

 国民スポーツ大会及び天皇賜杯宮城県大会については、各ブロック代表や県強 

化指定チームなどの１６チームで大会を実施する。 

 尚、大会出場チームの詳細は、県連理事会で協議し決定していくこととする。 

 

③ ２０２６年から県連が主催する宮城県大会すべてにおいて実施状況を検証し、 

 ２０２７年以降の宮城県大会の持ち方（実施大会や会場の固定化など）を理事会 

等で協議していく。 

尚、東日本軟式野球宮城県大会（１・２部）大会の開催については、２０２７ 

年から主管は仙台ブロックとし、会場は宮城広瀬球場に固定し開催することとな 

る。 



 

２.令和８年度 第８０回国民スポーツ大会軟式野球競技宮城県予選会・実施要領及び県代

表チームの強化（編成）策について 

 

① 令和８年度 第８０回国民スポーツ大会 

    「青の煌めき あおもり国スポ」 ： １０月１１日（日）～１０月１４日（水） 

           会場：青森県 青森市 

              ＊監督会議：１０月１０日（土） 

 

② 令和８年度 第８０回国民スポーツ大会東北ブロック大会 

兼第５３回 東北総合スポーツ大会軟式野球競技 ： ８月２２日（土）・２３日（日） 

      会場・・・福島県 楢葉町「ポニーリーグ NARAHA STADIUM」 

（楢葉町総合運動上野球場） 

                     福島県 富岡町「富岡町総合スポーツ公園野球場」 

＊監督会議：８月２１日（金） 

 

③ 目指す代表チームの選考方法 

イ 令和８年度の県代表チームの選考方法については、全試合トーナメント方式により行う。

優勝チームは、県代表として、上記、東北総合スポーツ大会に出場する。 

ロ トーナメント方式には、シード制を採用する。 

ハ シード制には、４チーム（県強化チーム）を充てるものとする。 

 

④ 優勝した県代表チームの強化策（チーム編成） 

東北総合スポーツ大会参加選手選考会については、令和８年６月開催の国民スポーツ大会 

県大会とする。令和８年度も「オール宮城」として出場を目指すこととし、⑤⑥以下事項に 

ついて承諾できないチームは、この国民スポーツ大会支部予選からの参加を認めないものと 

する。（支部大会出場時に、各支部において周知徹底していく。） 

 

⑤ 目指す代表チーム（「オール宮城」）の選手編成方法 

以下の編成も加味しながら、最強チーム編成を目指し選手選考を行うこと。 

イ 優勝チーム ：９名 

ロ 強化指定選手：７名 

イ・ロの計１６名で編成（ベンチ入りメンバー）する。 

ハ 予備選手を４名とし、優勝チームから選抜する。 

         イ・ロ・ハの計２０名でチーム編成を行う。  

         

⑥ 強化指定選手等の選考方法について 

     （一社）宮城県野球連盟強化委員会等において選考するものとする。 

     優勝チームからの強化選手選出や監督の選任等についても、強化委員会等と協議し決定する 

ものとする。 なお、代表チームの監督は、日本スポーツ協会公認コーチの有資格者でなけれ 

ばならない（強化委員会と協議し選考・決定）。 

 

⑦ 令和８年度目標 

県内登録チームの中から有力選手を補強し、体制強化を図り、本国民スポーツ大会出場（青 

森県開催）を目指し、昨年のベスト８以上を目指すものとする。 

  



 

３３  （（一一社社））宮宮城城県県野野球球連連盟盟  連連絡絡事事項項  

（１）競技者登録システムへの登録（チーム登録・構成員登録）について 

（2025.12.18付全軟連通知～） 

Ⅰ．チーム登録について 

 ➤2025年度にチーム登録をしているチームは、チーム登録申請は不要 

 ➤2026年度より初めてチームを登録されるチームは、 

  ・所属支部(県連）に「チーム登録」を申請→所属支部は[チーム登録]を承認 

  ・チームは「構成員登録」を申請→所属支部は「構成員登録」を承認 

   チーム登録及び構成員登録は完了 

 

Ⅱ．2025年度以前に「チーム登録のみ」済んでいるチーム 

  ➤チームは、所属支部に 22002266年年度度にに活活動動すするる構構成成員員のの「「新新規規登登録録申申請請」」 

  ➤所属支部が「構成員登録」を承認すると、2026年度の登録完了 

 

 Ⅲ．2025年度以前に「チーム登録と構成員登録」済んでいるチーム 

  ➤2025年度に構成員登録されているチームは、所属支部宛に、2026年度の「継続 

申請」行う 

  ➤所属支部が「継続申請」を承諾すると、2026年度の登録完了 

 

Ⅳ．登録時期と納入期限について 

  ☑県連の登録等に関する予定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）全軟連の指定する予定表（所属支部対応） 

 

  

 

 

 

・チーム登録、構成員登録において、追加登録が必要な場合は別途相談 

登録対象 登録締切日 

（県連指定日） 

請求書 

発行日 

登録料 

納入期限 

 

チーム登録 

・構成員登録 

令令和和８８年年５５月月末末  

※※令令和和８８年年５５月月９９日日（（土土））  

合合同同抽抽選選会会迄迄「「登登録録表表・・登登録録料料」」納納付付  

＊東日本大会出場チームのみ３月末 

＊追加登録者のみ（６月末） 

令和８年 

６月上旬 

令和８年 

６月末 

 

*県連口座 

に振込み 

登録対象 登録締切日 

（全軟連指定日） 

全軟連 

請求書発行日 

全軟連 

登録料納入期限 

チーム登録 令和 8年 6月末 7月上旬 8月末 

構成員登録 令和 8年 8月末 9月上旬 10月末 



 

Ⅴ.２０２６年度登録料 

・チーム登録（一般）：８，０００円、チーム登録（少年・学童）４，０００円 

・構成員登録：一般２００円     ・少年・学童５０円、 

・マスターズの大会に出場するチーム登録料：８，０００円、 

 

Ⅵ．野球ネットへのログインについて 

   ・県連各支部の担当者の変更があった場合、アカウント追加が可能。県連各支部 

の担当者が自ら追加・変更・削除作業にて変更を行う。 

・アカウント追加された新しい担当者は、「アカウントのお知らせ」メールが送信 

されますので、その記載内容に沿ってログインを行う。 

 

Ⅶ．指導者資格の紐づけについて 

   ・PlayBBmember(指導者登録システム)と競技者登録システムの保有資格情報の紐 

づけは、2025年 10月 1日認定者まで作業完了している。 

今後は、年 2回(4月 1日と 10月 1日)の認定日に合わせて紐づけ実施。 

  

Ⅷ．2026年度システム大規模改修について 

   ・2026年 2月 24日(火)リリース予定（3時間程度システム停止） 

    ＊1月 14日(水)野球ネットよりリニューアル内容のお知らせメール配信。 

 

  Ⅸ．競技者登録システムの操作についてのお問い合わせ 

   ・競技者登録システム内の「マニュアル・よくあるご質問」で調べることができ 

ます。また、「お問い合わせ」では、システム操作方法について、システム会社 

に照会することができます。ご活用ください。 

 

（２）公認野球規則、競技者必携の値上げについて 

     ２０２６年度から公認野球規則、競技者必携：１，１００円  



  

４４  令令和和８８年年度度  宮宮城城県県ススポポーーツツ強強化化対対策策事事業業ににつついいてて  

          (競技団体強化事業：（一社）宮城県野球連盟強化チーム育成事業) 

 

（１）令和８年度宮城県スポーツ協会(スポーツ強化対策事業補助金申請) 

・・・Ｒ８．４月中でのヒヤリングに備えて事業計画書を作成。 

① 令和８年度補助金交付申請書提出 

② 令和８年度スポーツ強化対策事業一覧表提出 

③ 令和８年度スポーツ強化対策事業実績報告書提出 

④ 練習会・合宿・遠征精算確認書作成 

以上を含めた事業計画書作成を、Ｒ8．２月中に完了。 

 

（２）令和８年度スポーツ強化対策事業について 

【目的】全国最強チームを創出するために全国大会上位チームとの強化試合を計画的に組むことでチ

ーム全体の意識と技術のレベルアップを図る。昨年宮城県は、東北予選会を突破し、本選では２勝

し、ベスト８という強化成果を上げることができた。 

しかしながら、半面、全国レベルとの実力差もあり、今後も、近隣の強豪チームとの練習試合など 

を積極的に行い、レベル向上をなお一層図り、国民スポーツ大会（以下「国スポ」という。）本選の常 

連県となり、全国で通用するチームを作るためには、今年も、連盟主導によるチーム戦略の明確化 

・チーム力向上・底上げ施策により強化を図ることが重要であり目的である。 

【狙い】レベルの高い試合をより多く行うことにより、実践能力や勝つためのスキルアップにつなげること 

が狙いである。 

【具体的施策】 

令和８年度スポーツ選手強化対策事業について（案）  

➀目的：国スポへの参加並びに成績向上対策 

    競技者の育成、普及、強化を目的とした事業 

②内容 

＊練習会の実施：県内外問わず、宿泊のない場合は練習会となる。 

    ＊合宿の実施：県外で宿泊が伴う場合は合宿となる。その際大会に参加していても合宿となる。 

    ＊遠征の実施：合宿と同じ考え方。 

③補助金対象経費 

      ＊交通費 

      ＊宿泊費 

      ＊使用料・賃借料 (球場使用料等) 

      ＊競技用消耗品費 (石灰・ロジン・試合球等) 

④ 対象期間 ：令和８年４月１日～令和９年３月３１日迄の１年間とする。 

⑤ 対象チーム：宮城県（スポーツ協会）認定、（一社）宮城県野球連盟公認強化チーム（４チーム） 
リコージャパン株式会社、杜の都信用金庫、ネッツトヨタ仙台、大崎トリプルクラウン、 

⑥ （一社）宮城県野球連盟認定チーム（５チーム） 
宮城第一信用金庫、仙南信用金庫、仙台銀行 (以上企業チーム)、  

ＪＯＢＡＮＺ、宮城川崎ライズクルー（クラブチーム) 

⑦ 大会シードを、以下の強化４チームとする。(国スポ強化施策実践大会を増やすため) 

※リコージャパン株式会社、杜の都信用金庫、ネッツトヨタ仙台、大崎トリプルクラウン、 

※前年度優勝チーム１チーム（令和７年度：杜の都信用金庫） 

※天皇杯も同様に、強化４チームをシードとする。 

 

⑧ 令和８年度の認定チームは、⑥⑦の９チームとする。 

尚、令和９年度の認定チーム選考については、令和８年度県選手権大会等の結果や試合中の 

マナーなどを参考に、理事会において決定するものとする。 



 

支部名 定数 社員名 備　考

1 仙台中央 １ 千　葉　芳　孝

2 仙台泉 １ 伊　藤　一　郎

3 塩　 釜 １ 鈴　木　保　信

4 名 　取 １ 能　見　和　夫

5 黒　 川 １ 柏　　　 敏　昭

6 古 　川 １ 加　藤　修　一

7 志　 田 １ 新　沼　好　則

8 加美玉造 １ 村  松  賢  治

9 石巻東 １ 阿　部　訓　彦

10 石巻西 １ 西　條　晃　伸

11 遠 　田 １ 平　塚　一　弘

12 栗　 原 １ 佐　藤　　　 智

13 登 　米 1 杉  山   康  成

14 気仙沼本吉 １ 菅　原　勇　人

15 亘　 理 １ 菊  池  優  喜

16 角 　田 １ 宮　本　　　通

17 柴　 田 １ 髙　崎　繁　雄

18 白 　石 １ 猪　野　浩　明

19 岩　 沼 １ 石　川　敏　則

20 刈 　田 １ 森　　　良　光
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大会名
２０２１
令和３

２０２２
令和４

２０２３
令和５

２０２４
令和６

２０２５
令和７

２２００２２66
令令和和８８

２０２7
令和９

２０２8
令和１０

２０２9
令和１１

２０３０
令和１２

国民スポーツ大会
大崎
石巻

大崎
石巻

仙南 仙台 仙北 石石巻巻

高松宮賜杯 １部 大崎 中央 石巻 仙南 仙南 大大崎崎

高松宮賜杯 ２部 石巻 仙南 仙台 仙北 大崎 仙仙北北

高円宮賜杯全日本学童

ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞﾄｰﾅﾒﾝﾄ

全日本少年 仙台 仙北 大崎 中央 石巻 仙仙南南

日本ｽﾎﾟｰﾂﾏｽﾀｰｽﾞ 仙台 仙北 大崎 中央 仙南 中中央央

天皇賜杯 仙南 仙台 仙北 大崎 中央 仙仙南南

県学童 大崎 中央 石巻 仙南 大崎 仙仙北北

県選手権 石巻 仙南 仙台 仙北 大崎 仙仙台台

学童新人 仙北 大崎 中央 石巻 仙北 中中央央

少年新人 中央 石巻 仙南 仙台 仙南 大大崎崎

東日本　１部 仙北 大崎 中央 石巻 仙台 石石巻巻

東日本　２部 仙北 大崎 中央 石巻 仙台 石石巻巻

高松宮賜杯第70回全日本軟式
野球大会１・２部 東北Ａブロック

県県連連
中中央央

スポーツマスターズ東北予選会
県県連連
仙仙南南

石石巻巻石巻 石巻 石巻 石巻 石巻

 ＊令和９年度以降については、大会実施状況を参考に次年度以降の会場固定も含め検討・選定す
る。

宮城県野球連盟 各種大会ローテーション
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次年度以降固定化する。       
            

19日(日）

    



22002255年年1111月月1111日日時時点点

大大会会名名 開開催催地地 会会場場 会会  期期

天皇賜杯第8１回
全日本軟式野球大会

奈良 橿原市　他 9月18日（金）～23日（水）

高松宮賜杯第70回
全日本軟式野球大会(1部)

三重 四日市市　他 9月26日(土)～28日(月)

高松宮賜杯第70回
全日本軟式野球大会(2部)

山形 山形市　他 9月12日(土)～14(月)

高円宮賜杯第46回
全日本学童軟式野球大会

愛媛 松山市　他 8月7日（金）～13日（木）

文部科学大臣杯第17回
全日本少年春季軟式野球大会

岡山 倉敷市　他 3月20日（金）～25日（水）

第43回全日本少年
軟式野球大会

神奈川 横浜スタジアム 8月9日（日）～14日（金）予定
※プロ野球の日程次第で決定

第11回全日本中学女子
軟式野球大会

京都 京都市　他 8月20日(木)～26日(水)

第80回国民スポーツ大会 青森 青森市　他
10月11日（日）～14日（水）
※10日（土）監督会議

第48回東日本
軟式野球大会(1部)

千葉 千葉市他 6月6日（土）～8日（月）

第48回東日本
軟式野球大会(2部)

岐阜 安八郡神戸町　他 5月23日(土）～ 25日（月）

第48回西日本
軟式野球大会(1部)

高知 高知市　他 5月30日(土)～6月1日（月）

第48回西日本
軟式野球大会(2部)

福岡 久留米市　他 6月6日（土）～8日（月）

水戸市長旗第34回東日本選手権大
会

茨城 水戸市　他 10月30日(金)～3日(火/祝)

第30回西日本選手権大会 宮崎 延岡市　他 10月31日（土）～11月2日（月）

第71回中部日本都市対抗
軟式野球大会

愛知 一宮市　他 11月13日(金)～16日(日)

第9回全日本シニア軟式野球大会 埼玉 さいたま市　他 5月23日(土)～26日(火)

日本スポーツマスターズ2026 石川 白山市　他 9月19日（土）～21（月）

ＮＰＢガールズトーナメント2026 滋賀 大津市　他 8月21日(金)～27日(木) 予定

22002266年年度度　　各各種種全全国国大大会会等等日日程程((案案))
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一般社団法人宮城県野球連盟定款 

 

第 1章 総則 

(名称) 

第１条 この法人は、一般社団法人宮城県野球連盟と称する。 

(英文名称：МIＹＡＧＩ/ＢＡＳＥＢＡＬＬ/ＦＥＤＥＲＡＴＩОＮと称する。) 

 

(事務所) 

第２条 この法人は、主たる事務所を宮城県石巻市に置く。 

２ この法人は、理事会の決議により、従たる事務所を必要な地に置くことが出来る。 

 

第２章 目的、事業及び加盟 

(目的) 

第３条 この法人は、アマチュアスポーツとしての軟式野球を宮城県民一般に普及し、その 

健全な発展を図り、軟式野球を通じて県民体力の向上、健全なる人格形成及びスポーツマ

ンシップの浸透に寄与するとともに、会員相互の親睦を図ることを目的とする。 

 

(事業) 

第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

(１)公益財団法人全日本野球軟式連盟(以下「ＪＳＢＢ」という。)及び東北軟式野球連盟

(以下「東軟連」という。)の主催又は後援する全国、地区野球大会の主管又は後援 

(２)ＪＳＢＢ及び東軟連の主催又は後援する全国、地区野球大会への参加及び協力 

(３)軟式野球宮城県大会の主催及び後援 

(４)軟式野球の普及発展に関する指導・研究 

(５)軟式野球の技術向上に関する指導・研究 

(６)野球審判技術向上に関する指導・研究 

(７)野球競技に関する講習会の開催 

(８)野球競技に関する指導者、審判員及び記録員等の養成 

(９)野球施設の拡充及び改善に関する事業 

(10)野球関連団体との協力及び連携 

(11)軟式野球功労者(個人・団体)の表彰 

(12)その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

２ 前項の事業は、宮城県及び周辺の県において行うものとする。 

 

(加盟) 

第５条 この法人は、第３条の目的を達成するため、ＪＳＢＢ、東軟連及び財団法人宮城県
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一般社団法人宮城県野球連盟定款 

 

第 1章 総則 

(名称) 
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(英文名称：МIＹＡＧＩ/ＢＡＳＥＢＡＬＬ/ＦＥＤＥＲＡＴＩОＮと称する。) 

 

(事務所) 

第２条 この法人は、主たる事務所を宮城県石巻市に置く。 

２ この法人は、理事会の決議により、従たる事務所を必要な地に置くことが出来る。 

 

第２章 目的、事業及び加盟 

(目的) 

第３条 この法人は、アマチュアスポーツとしての軟式野球を宮城県民一般に普及し、その 

健全な発展を図り、軟式野球を通じて県民体力の向上、健全なる人格形成及びスポーツマ

ンシップの浸透に寄与するとともに、会員相互の親睦を図ることを目的とする。 

 

(事業) 

第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

(１)公益財団法人全日本野球軟式連盟(以下「ＪＳＢＢ」という。)及び東北軟式野球連盟

(以下「東軟連」という。)の主催又は後援する全国、地区野球大会の主管又は後援 

(２)ＪＳＢＢ及び東軟連の主催又は後援する全国、地区野球大会への参加及び協力 

(３)軟式野球宮城県大会の主催及び後援 

(４)軟式野球の普及発展に関する指導・研究 

(５)軟式野球の技術向上に関する指導・研究 

(６)野球審判技術向上に関する指導・研究 

(７)野球競技に関する講習会の開催 

(８)野球競技に関する指導者、審判員及び記録員等の養成 

(９)野球施設の拡充及び改善に関する事業 

(10)野球関連団体との協力及び連携 

(11)軟式野球功労者(個人・団体)の表彰 

(12)その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

２ 前項の事業は、宮城県及び周辺の県において行うものとする。 

 

(加盟) 

第５条 この法人は、第３条の目的を達成するため、ＪＳＢＢ、東軟連及び財団法人宮城県
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スポーツ協会に加盟する。 

２ その他、宮城県他団体への加盟については、理事会にて承認すれば加盟できる。 

 

第３章 会員 

(会員の種別) 

第６条 この法人の会員は、次のとおりとする。 

(１)正会員：この法人の目的に賛同して入会した個人又は団体、第７条の登録会員の推 

  薦を受けたチーム又は団体の代表者若しくは第３１条の加盟団体の推薦を受けた者 

(２)賛助会員：この法人の事業を賛助するために入会した個人又は団体 

(３)登録会員：第 7条第 1項各号に規定するチーム、個人又は団体 

２ 前項の会員のうち正会員をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律(以下 

「法人法」という。)に規定する社員とする。 

 

(登録会員) 

第７条 この法人の登録会員は、次のとおりとする。 

（１） ＪＳＢＢ規程及びＪＳＢＢ競技者規程に基づき加盟登録しようとするチーム(以 

下「登録チーム」という。) 

（２） ＪＳＢＢ、東軟連又はこの法人が主催、主管又は後援する野球大会に出場しよう 

とするチーム 

（３） ＪＳＢＢ、東軟連又は、この法人が主催、主管又は後援する野球大会に運営協 

力しようとする個人又は団体 

（４）ＪＳＢＢ又はこの法人に審判員の登録をしようとする者 

（５）ＪＳＢＢ又はこの法人に指導者又はコーチの登録をしようとする者 

２ 前項第１号の登録チーム又は第２号のチームは、所属する選手をこの法人に登録する。 

 

(会員資格の取得) 

第８条 正会員及び賛助会員としてこの法人に入会しようとする者は、所定の入会申請書 

を提出し、理事会の承認を受けなければならない。ただし、登録会員から正会員に推薦 

されたチーム又は団体の代表者は除くものとする。 

２ 前条第１項各号に規定する登録会員としてこの法人の会員になろうとする者は、所定

の登録申込書を提出し、登録手続きが完了した時点で入会したものとみなす。 

 

(会費) 

第９条 正会員及び賛助会員は、総会において別に定める会費を納入しなければならない。 

２ 登録会員は、総会において別に定める登録料を毎年度納入しなければならない。 

３ 前２項の会費及び登録料は、法人法第２７条に規定する経費とする。 



 

4 
 

(任意退会) 

第１０条 会員は、別に定める退会届を提出することにより、任意にいつでも退会すること 

ができる。 

 

(除名)  

第１１条 会員が次のいずれかに該当するときは、総会の決議によって当該会員を除名す 

ることができる。 

（１）この定款その他の規則に違反したとき 

（２）この法人の名誉を傷つけ、または、目的に反する行為をしたとき 

（３）その他除名すべき正当な事由があるとき 

 

(会員資格の喪失) 

第１２条 前２条のほか、会員は、次のいずれかに該当するときは、その資格を喪失する。 

（１）第９条第１項の支払い義務を２年以上履行しなかったとき 

（２）総社員が同意したとき 

（３）当該会員が死亡若しくは失踪宣告を受けたとき 

（４）当法人が解散したとき 

 

第４章 総会 

(構成及び種類) 

第１３条 総会は、全ての社員をもって構成する。 

２ 前項の総会をもって法人法上の社員総会とする。 

３ 定時社員総会及び臨時社員総会の２種とする。 

 

(権限) 

第１４条 総会は、次の事項について決議する。 

（１）会員の除名 

（２）理事及び監事の選任又は解任 

（３）計算書類等の承認 

（４）定款の変更 

（５）解散及び残余財産の処分 

（６）その他総会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項 

 

(開催) 

第１５条 総会は、定時社員総会として、毎事業年度終了後３カ月以内に 1 回開催するほ

か、必要がある場合に臨時社員総会を開催する。 
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(任意退会) 

第１０条 会員は、別に定める退会届を提出することにより、任意にいつでも退会すること 

ができる。 

 

(除名)  

第１１条 会員が次のいずれかに該当するときは、総会の決議によって当該会員を除名す 

ることができる。 

（１）この定款その他の規則に違反したとき 

（２）この法人の名誉を傷つけ、または、目的に反する行為をしたとき 

（３）その他除名すべき正当な事由があるとき 

 

(会員資格の喪失) 

第１２条 前２条のほか、会員は、次のいずれかに該当するときは、その資格を喪失する。 

（１）第９条第１項の支払い義務を２年以上履行しなかったとき 

（２）総社員が同意したとき 

（３）当該会員が死亡若しくは失踪宣告を受けたとき 

（４）当法人が解散したとき 

 

第４章 総会 

(構成及び種類) 

第１３条 総会は、全ての社員をもって構成する。 

２ 前項の総会をもって法人法上の社員総会とする。 

３ 定時社員総会及び臨時社員総会の２種とする。 

 

(権限) 

第１４条 総会は、次の事項について決議する。 

（１）会員の除名 

（２）理事及び監事の選任又は解任 

（３）計算書類等の承認 

（４）定款の変更 

（５）解散及び残余財産の処分 

（６）その他総会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項 

 

(開催) 

第１５条 総会は、定時社員総会として、毎事業年度終了後３カ月以内に 1 回開催するほ

か、必要がある場合に臨時社員総会を開催する。 
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(招集) 

第１６条 総会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき代表理事が 

 招集する。 

２ 議決権の５分の１以上を有する社員は、代表理事に対し、総会の目的である事項及び 

招集の理由を示して、総会の招集を請求することができる。 

 

(議長) 

第１７条 総会の議長は、当該総会において社員の中から選出する。 

 

(議決権) 

第１８条 総会における議決権は、社員 1名につき 1個とする。 

 

(決議) 

第１９条 総会の決議は、総社員の議決権の過半数を有する社員が出席し、出席した当該社 

 員の議決権の過半数をもって行う。 

２ 前項の規定にかかわらず次の決議は、総社員の半数以上であって総社員の議決権の３ 

分の２以上に当たる多数をもって行う。 

（１）会員の除名 

（２）監事の解任 

（３）定款の変更 

（４）解散及び残余財産の処分 

（５）その他法令で定められた事項 

３ 理事又は監事を選任する議案を決議するに際しては、候補者毎に第 1項の決議を行わ 

なければならない。理事又は監事の候補者の合計数が第２２条に定める定数を上回る場 

合には、過半数の賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数の枠に達するまでの 

ものを選任することとする。 

 

(書面決議等) 

第２０条 総会に出席できない社員は、あらかじめ通知された事項について書面をもっ 

て表決することができる。 

２ 前項の場合における前条の適用について、その社員は出席したものとみなす。 

３ 理事又は社員が総会の目的である事項について提案をした場合において、当該提案 

について、総社員が書面によって同意の意思表示をしたときは、当該提案を可決す 

る旨の総会の決議があったものとみなす。 
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(議事録) 

第２１条 総会の議事については、法令の定めるところにより議事録を作成する。 

２ 議長及びその総会において選出された議事録署名人２名は、前項の議事録に署名押印 

する。 

 

第５章 役員 

(役員の設置) 

第２２条 この法人に次の役員を置く。 

（１）理事２０名以上４０名以内 

（２）監事２名 

２ 理事のうち、1名を会長、若干名を副会長とする。 

３ 理事のうち、1名を理事長、若干名を副理事長とする。 

４ 第２項の会長をもって法人法に規定する代表理事とし、第２項の副会長、第３項の理事 

長及び副理事長及び第３８条第３項の部長をもって法人法に規定する業務執行理事とす 

る。 

５ 前項の業務執行理事の業務分担については、理事会の決議を経て別に定める。 

 

(役員の選任) 

第２３条 理事及び監事は、正会員(団体にあっては、その代表者)の中から総会の決議によ 

って選任する。 

２ 会長、副会長、理事長及び副理事長は、理事の中から理事会の決議によって選定する。 

３ 理事及び監事は、相互にこれを兼ねることはできない。 

４ 理事のいずれか 1名とその親族その他特別な関係にある者の合計数は、理事現在数の 

３分の１を超えてはならない。 

５ 監事は、相互に親族その他特別な関係にある者であってはならない。 

 

(理事の職務及び権限) 

第２４条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定められるところにより、職務を 

執行する。 

２ 会長は、この法人を代表し、その業務を執行する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故のあるとき又は会長が欠けたときは、予め指定し 

た順序に従ってその職務を代行する。 

４ 理事長は、理事会を統括し、その業務を執行する。 

５ 副理事長は、理事長を補佐し、理事長が事故のあるとき又は理事長が欠けたときは、職 

務を代行とする。 
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(議事録) 

第２１条 総会の議事については、法令の定めるところにより議事録を作成する。 

２ 議長及びその総会において選出された議事録署名人２名は、前項の議事録に署名押印 

する。 

 

第５章 役員 

(役員の設置) 

第２２条 この法人に次の役員を置く。 

（１）理事２０名以上４０名以内 

（２）監事２名 

２ 理事のうち、1名を会長、若干名を副会長とする。 

３ 理事のうち、1名を理事長、若干名を副理事長とする。 

４ 第２項の会長をもって法人法に規定する代表理事とし、第２項の副会長、第３項の理事 

長及び副理事長及び第３８条第３項の部長をもって法人法に規定する業務執行理事とす 

る。 

５ 前項の業務執行理事の業務分担については、理事会の決議を経て別に定める。 

 

(役員の選任) 

第２３条 理事及び監事は、正会員(団体にあっては、その代表者)の中から総会の決議によ 

って選任する。 

２ 会長、副会長、理事長及び副理事長は、理事の中から理事会の決議によって選定する。 

３ 理事及び監事は、相互にこれを兼ねることはできない。 

４ 理事のいずれか 1名とその親族その他特別な関係にある者の合計数は、理事現在数の 

３分の１を超えてはならない。 

５ 監事は、相互に親族その他特別な関係にある者であってはならない。 

 

(理事の職務及び権限) 

第２４条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定められるところにより、職務を 

執行する。 

２ 会長は、この法人を代表し、その業務を執行する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故のあるとき又は会長が欠けたときは、予め指定し 

た順序に従ってその職務を代行する。 

４ 理事長は、理事会を統括し、その業務を執行する。 

５ 副理事長は、理事長を補佐し、理事長が事故のあるとき又は理事長が欠けたときは、職 

務を代行とする。 
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(監事の職務及び権限) 

第２５条 監事は、理事の職務の執行状況及びこの法人の財産の状況を監査し、法令で定め 

るところにより、監査報告を作成する。 

２ 監事は、いつでも理事及び使用人に対して事業の報告を求め、この法人の業務及び財務 

の状況を調査することができる。 

 

(役員の任期) 

第２６条 理事及び監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のもの

に関する定時総会の終結のときまでとする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補充又は増員により選任された役員の任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。 

３ 役員は、第２２条第１項に定める定数に足りなくなる時は、辞任又は任期満了後におい 

  ても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなければならない。 

 

(役員の解任) 

第２７条 理事及び監事は、総会の決議によって解任することができる。 

 

(役員の報酬等) 

第２８条 役員の報酬は、総会の議決で定められるこの法人の報酬及び費用弁償に関する 

規程によるものとする。 

 

(名誉会長、顧問及び参与) 

第２９条 この法人に名誉会長、顧問及び参与を若干名置くことができる。 

２ 名誉会長は、この法人の会長であった者及びこの法人の功労者のうちから、理事会の 

推薦により会長が委嘱する。 

３ 顧問は、この法人の副会長、理事長、副理事長又は第３８号第３項の部長であった者 

 及びこの法人の功労者のうちから、理事会の推薦により会長が委嘱する。 

４ 参与は、この法人の理事、監事であった者及び特に理事会が推薦した者のうちから、会 

 長が委嘱する。 

５ 名誉会長、顧問及び参与は、無報酬とする。 

 

(名誉会長、顧問及び参与の職務) 

第３０条 名誉会長は、理事会に出席して意見を述べることができる。 

２ 名誉会長及び顧問は、この法人の業務運営上の重要事項について、会長の諮問に応え、  

 又は会長に対して意見を述べることができる。 

３ 参与は、会長が必要と認める事項について、その諮問に応え、又は会長に対して意見 

を述べることができる。 
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第６章 加盟団体 (支部・他団体) 

(加盟団体) 

第３１条 この法人は、第４条に定める事業の円滑な運営を図るため、次の各号の軟式野球 

団体で、加盟申込みのあったものは理事会の決議を経て、加盟団体とすることができる。 

（１）宮城県内市町村の各地区を代表する野球連盟の支部又は野球協会 

（２）公益財団法人宮城県スポーツ協会 

（３）東北地区大学軟式野球連盟 

（４）野球に関する団体で理事の３分の２以上の同意を得たもの 

２ 前項第１号の加盟団体をもって、この法人の支部とする。なお、支部の役割等について 

は、理事会において別途定める。 

 

第７章 理事会 

(構成) 

第３２条 この法人に理事会を置く。 

２ 理事会は、すべての理事をもって構成とする。 

  

(権限) 

第３３条 理事会は、次の職務を行う。 

（１）この法人の業務執行の決定 

（２）理事の職務執行の監督 

（３）副会長、副理事長及び第３８条第３項の部長の選定及び解職 

 

(招集) 

第３４条 理事会は、会長が招集する。 

２ 会長が欠けたとき又は会長に事故があるときは、理事長が理事会を招集する。 

 

(議長) 

第３５条 理事会の議長は、会長がこれに当たる。 

 

(決議) 

第３６条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半 

数が出席し、その過半数をもって行う。 

２ 理事会の提案事項について、理事全員が書面により同意の意思表示をしたときは、その 

提案を可決する旨の理事会の決議があったものとみなす。 

３ 理事会において、議決権の代理行使や書面決議は認められない。電話会議やテレビ会議 

における議決権の行使は認められるものである。 
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(議事録) 

第３７条 理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

２ 会長及び監事は、前項の議事録に記名押印する。 

 

第８章 専門部及び委員会 

(専門部) 

第３８条 この法人は、業務の執行に際して次の専門部を置く。 

（１） 総務・規律部：総務庶務予算を含む事業計画に基づく関連事項の処理や 

定款及び規程等改訂及びコンプライアンス関連事項の処理 

（２）財務部：財務会計予算を含む事業計画に基づく関連事項の処理 

（３）競技部：主催主管大会及び後援に関する事項の処理 

（４）審判部：審判に関する講習会及び主催主管大会全般審判派遣 

（５）学童・少年・女子部：主催主管大会及び後援に関する事項の処理 

２ 前項の各専門部の事業範囲は、理事会において別に定める。 

３ 第１項に規定する各専門部の部長は、理事の中から理事会の決議によって選定する。 

４ 第 1項に規定する各専門部の副部長及び担当者は、正会員の中から理事長が選任する。 

 

(委員会) 

第３９条 この法人は、第４条に規定する事業の円滑な運営を図るため、理事会の下に必要 

な委員会を置くことができる。 

２ 委員会の種類、構成及び運営等は、理事会において別に定める。 

３ 委員会の委員は、理事長が理事会の承認を経て委嘱する。 

 

第９章 資産及び会計 

(事業年度) 

第４０条 この法人の事業年度は、毎年１月 1日から１２月３１日までの年１期とする。 

 

(事業報告及び決算) 

第４１条 この法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、会長が次の書類を 

作成し、監事の監査を受けた上で、理事会の承認を得なければならない。 

（１）事業報告 

（２）貸借対照表 

（３）損益計算書(正味財産増減計画書) 

２ 前項の承認を得た書類は、定時社員総会に提出し、第１号の書類については、その内容 

を報告し、第２号・第３号の書類については、承認を得なければならない。 

３ この法人は、法令の定めるところにより、計算書類等を主たる事務所に備え置く。 
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（剰余金の不分配) 

第４２条 この法人は、剰余金の分配を行わない。 

 

第１０章 定款の変更及び解散等 

（定款の変更) 

第４３条 この定款は、総会の決議によって変更することができる。 

 

（解散) 

第４４条 この法人は、総会の決議その他法令で定められた事由により解散することがで 

きる。 

 

（残余財産の帰属） 

第４５条 この法人が清算する場合において有する残余財産は、総会の決議を経て、公益財 

団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第１７号に掲げる法人又は国若し 

くは地方公共団体に贈与するものとする。 

 

              第１１章 事務局 

(事務局の設置) 

第４６条 この法人は、事務処理を円滑にするため主たる事務所に事務局を置く。 

２ 事務局には、事務局長 1名、その他、事務局次長を含めた職員を置くことができる。 

３ 職員は、理事長が任命する。ただし、事務局長等重要な職員は、理事会の決議を経 

て、理事長が任命する。 

４ 事務局の組織及び運営に関する必要事項は、理事長が理事会の決議により別に定める。 

５ 事務局長は、財産の状況又は理事の業務執行について、不正の事実を発見したときは、 

 これを理事長、監事又は行政庁へ速やかに報告すること。 

６ 事務局長及び職員は、給与を受け取ることが出来る。 

 

(備付け帳簿及び書類) 

第４７条 主たる事務所には、次に掲げる帳簿及び書類を備え置きするものとする。(５年 

間) 

（１）定款 

（２）理事・監事及び職員の名簿 

（３）認定・許可・認可等及び登記に関する書類 

（４）定款に定める理事会の議事に関する書類 

（５）財産目録 

（６）事業計画書及び収支予算書 
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（剰余金の不分配) 

第４２条 この法人は、剰余金の分配を行わない。 

 

第１０章 定款の変更及び解散等 

（定款の変更) 

第４３条 この定款は、総会の決議によって変更することができる。 

 

（解散) 

第４４条 この法人は、総会の決議その他法令で定められた事由により解散することがで 

きる。 

 

（残余財産の帰属） 

第４５条 この法人が清算する場合において有する残余財産は、総会の決議を経て、公益財 

団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第１７号に掲げる法人又は国若し 

くは地方公共団体に贈与するものとする。 

 

              第１１章 事務局 

(事務局の設置) 

第４６条 この法人は、事務処理を円滑にするため主たる事務所に事務局を置く。 

２ 事務局には、事務局長 1名、その他、事務局次長を含めた職員を置くことができる。 

３ 職員は、理事長が任命する。ただし、事務局長等重要な職員は、理事会の決議を経 

て、理事長が任命する。 

４ 事務局の組織及び運営に関する必要事項は、理事長が理事会の決議により別に定める。 

５ 事務局長は、財産の状況又は理事の業務執行について、不正の事実を発見したときは、 

 これを理事長、監事又は行政庁へ速やかに報告すること。 

６ 事務局長及び職員は、給与を受け取ることが出来る。 

 

(備付け帳簿及び書類) 

第４７条 主たる事務所には、次に掲げる帳簿及び書類を備え置きするものとする。(５年 

間) 

（１）定款 

（２）理事・監事及び職員の名簿 

（３）認定・許可・認可等及び登記に関する書類 

（４）定款に定める理事会の議事に関する書類 

（５）財産目録 

（６）事業計画書及び収支予算書 
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（７）事業計画書及び収支計算書等の計算書類 

（８）監査報告書 

（９）その他法令で定める帳簿及び書類 

２ 前項各号の帳簿及び書類等の閲覧については、法令の定めによるものとする。 

 

第１２章 公告 

(公告の方法) 

第４８条 この法人の公告は、主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示する方法により 

行う。 

 

第１３章 雑則 

(委任) 

第４９条 この定款に定めるもののほか、この法人の運営に必要な事項は、理事会の決議 

により定める。 

 

(定款に定めのない事項) 

第５０条 この定款に定めのない事項については、すべて法人法その他の法令の定めると 

ころによる。 

 

附 則 

１ この法人の設立初年度の事業年度は、この法人の設立日から令和５年１２月３１日ま 

でとする。 

２ この法人の最初の理事の任期は、令和５年度の総会終結までとする。 

３ この法人の設立初年度の事業計画及び収支予算は、設立時社員の定めるところによる。 

４ この法人の設立時社員の氏名及び住所は、以下のとおりとする。 

    北澤 松一   

    此尾 武寿   

                     

    

齋藤

 

久義

  -  ５

 

この法人の設立時代表理事は、設立時理事の互選によって選定する。

 

 

 

 

 

 

 




